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岩手・宮城内陸地震
（★：震源）

図中の数字は、

緊急地震速報(警報）の提
供から強い揺れが来るま
での猶予時間(秒）

１

・震源に近い地域では、緊急地震速報が強い揺れに間に合いません
・緊急地震速報（警報）を早いタイミングで発表できない場合があります
・予測した震度には±１程度の誤差を伴います

家具の固定などの地震の備えに加え、日頃か
ら緊急地震速報の対応訓練を行いましょう。
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○震源近くで地震波（P波、
初期微動）をキャッチし、
震源や規模、想定され
る揺れの強さ（震度）等
を自動計算します

○地震による強い揺れ（S
波、主要動）が始まる
数秒～数十秒前に、素
早くお知らせします

○震度５弱以上と予想さ
れた場合は、緊急地震
速報(警報）を発表しま
す

＜しくみ＞

＜入手方法と利用＞
◇緊急地震速報の主な入手方法

※１ 準備の整った放送局から放送が開始されています
※２ 専用端末を導入した事業者では、法人税等の軽減措置を受けられる場合があります

詳しくは内閣府のホームページをご覧下さい
http://www.bousai.go.jp/jishin/chubou/taisaku_sonota/zeiseiyuuguuseido.html

緊急地震速報について
気象庁地震火山部管理課
〒100-8122 東京都千代田区大手町1丁目3番4号
電話：（０３）３２１２－８３４１（代表）
気象庁ホームページ http://www.jma.go.jp/
緊急地震速報について
http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/EEW/kaisetsu/index.html

専用端末等について
緊急地震速報利用者協議会
http://www.eewrk.org/

○防災行政無線
一部の自治体では、人工衛星を経由した
全国瞬時警報システム（J-ALERT)を用
いた防災行政無線による放送が行われ
ています

○テレビ・ラジオ・携帯電話
・テレビやラジオ※１を視聴時に、報
知音とともにテロップやアナウンス
が放送されます

・一部の携帯電話会社では、
携帯端末への配信が行われています

○専用端末等
民間の事業者により、独自に
予想した個別地点の震度等を
予報として、専用端末※２等を用いて 提供するサービスなどが行われています

猶予時間が10秒の範囲

猶予時間が０秒の範囲

これより震源に近い地域
では、緊急地震速報が強
い揺れに間に合わない
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※家屋の耐震化や家具類の固定など普段から地震に備えましょう。 また、上記の行動は一例です。周囲の状況に応じて、適切に行動しましょう。

周りの人にも声をかけて

緊急地震速報は見聞きしてから、強い揺れが来るまでの
時間が数秒から数十秒しかありません




